










































































がJohn Wall is  Grammar of the English 
Language（1972）において、主に16、17世
紀の言語音の扱われ方を考察した小論がある




に 扱ったDobson（1985: 2, 985-88） とHorn-
Lehnert（1954: 2, 849-63）、John Hartの音声




















声 を 生 み 出 す 」（“per se voces perficiunt”）
音であるvocales（母音）と「それら［母音］
と と も に 生 み 出 さ れ る 」（“cum his 




音を第二要素とする二重母音 /eo/, /e:o/, /æɑ/, 
/æ:ɑ/ の後の［ç］と同じ①－④の位置に生じ















































John Hart（d. 1574）のAn Orthographie（1569）
でさえも［ç］と［x］について直接的な言及
がない。彼は子音を４つの範疇、つまり（1）
「 息 の 閉 鎖 で つ く ら れ る 」（“made with a 
stopping breath”） 子 音（b, p, d, t, g, k, dʒ, 
tʃ）、（2）「継続して均一した息を有する」
（“have a continual uniform breath”）子音（ð, 
þ; v, f ; z, s）、（3）liquids（流音）あるいは


















（半母音）（f, l, m, n, r, s, x）と「まったく声
を有さないことはないが、わずかに声を有す
るもの」（“non quae omnino voce carent, sed 
quae exiguam partem vocis habent”）である
mutae（黙音）（b, c, d, g, h, k, p, q, t）に分け
た。yとwは母音と子音両方に用いられると














文法家Marcus Fabius QuintilianusはInstitutio 
oratoriaにてｈが文字であることを疑い（1, 4, 
9 ;  1 ,  5 ,  19）、PriscianusはInstitutiones 
grammaticaeにてｈを「気息」（“aspiration”）
の記号とみなし、文字であることを否定して







　John Baret（d. 1578）もAn Aluearie or 
Quadruple Dictionarie（1580） に お い て、gh
の ｇ を 不 要 と し、Sih（sigh），Siht（sight），
Tauht（taught）と表記し、［ç］と［x］を「気
息の記号」（“aspirationis nota”）であると述












　Charles Butler（1560-1647）はThe English 
Grammar（1634）において16世紀の学者と
同様にghを気息と捉えているが、この気息
を「荒い、つまり二重の気息」（“a gros or 
dubble aspiration”）と考え、この音にｈとは
異なった彼独自の固有の文字を充てている。





のghは た い て い「 一 重 の 気 息 」（“single 
Aspiration”）であること、laugh, cough, tough, 
enoughが［f］でlaf, cof, tuf, enufと発音され





鎖もなく開放的に」（“fréely without any stop 
from the brest”）発音された（42b）、「いかな
る調音器官にもよらない、［それ自体は］音も








が裏づけられる（1963: 2, 63 note 10）。例えば、
［ç］はariht（aright）（70a），hih（high）（64a），liht
（light s.）（72a）と、［x］は aulðoh（although）（63a），
broht（51a, 62b, 65b, etc.），lauht（laughed）（55a）
とｈ で表記されているのである。彼の草稿














に は lauh（laugh）， tauht（taught），niht


































（blight） （Bullokar 1580: 53）が見受けられる 
（Dobson 1985: 1, 112; Zachrisson 1927: 118）。
　［ç］ と［x］ の 消 失 に つ い て はEdmund 
Coote （d. 1609） が興味深い記述をしている。
彼 のThe English Schoole-Maister（1595） に






を 示 し、ghで 表 記 さ れ た［ç］ と［x］ を
Aspirat’sの範疇に組み入れている。彼は子音
は ま ずMut’s（ 閉 鎖 音 と［ks］ と［j］） と
Half-vouels（その他の継続音）に二分される。
前者は「それ自体は全く音を出さない」
（“giveth no sound at all of it self”）音で、後
者は「それ自体は音がなく不完全な音を生み、
その音は母音と接触して完全になる」（“of 
itself yeeldeth a still and imperfect sound: the 
which, by the access of a vowel, is perfected”）
と定義されている。ｈはこのHalf-vouelsの範
疇に属する。さらに彼の子音体系のHalf-








け ら れ る も の の、niħt（night）（24, 66等），







































4.1. William Holder の［ç］と［x］の分類と
記述
　Elements of Speech（1669）におけるWilliam 














































音mutae（黙音）（P, T, C, F ［f］， S, Ch, F ［ʍ］， 
Th, H）、息が口腔と鼻腔に等しく放出される








（P, B, M, T, D, N, C, G, N）と息は閉鎖されず
絞られて放出されるconsonae apertae （開い
た 子 音 ）（F ［f］， V, S, Z, Ch, Gh, F ［ʍ］， W, 
Th, Dh, H, Y）に二分する（14）。後者はさらに、
息が横長の隙間から吐き出される子音 （F 
［f］， V, S, Z, Ch, Gh）と息が丸い穴のような
ものから吐き出される子音 （F ［ʍ］， W, Th, 
Dh, H, Y） に 分 け ら れ る（18）。M, N, Nの
consonae apertaeにはその３鼻音の摩擦音が






されるように調音すると、それぞれH ［h］， Y  
［j］となる。
　Chは「c ［k］ とｈ の 中 間 の 音 」（“sonus 
nempe medius inter C et H”）で、「文字 ［音］ 
ｋつまりhard c ［k］を、呼気をもっと細くもっ
と絞って出して発音すると」（“Literam K, 
vel C  durum, pronunciaturo, si spiritus 




























4.2. John Wallis の［ç］と［x］の分類と記述
　 J o h n  Wa l l i sのG r a m m a t i c a  l i n g u a e 
anglicanae（1st ed. 1653; 6th ed. 1765）8 の三
分法による子音の体系では、子音はまず
labiales（唇音）（P ［p］， B ［b］， M ［m］， F ［f］， 
V ［v］， F ［ʍ］， W ［w］）、9 palatinae（口蓋音） 
（T ［t］， D ［d］， N ［n］， S  ［s］， Z  ［z］， Th ［θ］， 
Dh ［ð］）、gutturales（ 喉 音 ）（C ［k］， G ［g］， 

















ghと 有 声 軟 口 蓋/口 蓋 垂 摩 擦 音 で あ るHr. 
rapheつきのGhimel と同音であると説明され
ていることから、Ghは［ɣ］と推定される。
4.3. John Wilkins の［ç］と［x］の分類と記述
　John Wilkins（1614-72）のAn Essay towards 









or breathless”）音（B ［b］， P ［p］， D ［d］， T 
［t］， G ［g］， K ［k］） で あ る。interceptedの
leßerの範疇に属する音は閉鎖の程度が小さ
い「息を伴う」（“spirituous and breathed”）
音で、まずlabial（唇音）（V ［v］， F ［f］； M ［m］，
HM ［m
8
］）とlingual（舌音）（Dh ［ð］， Th ［θ］； 
L  ［l］，HL ［l
8
］； R ［r］， HR ［r
8
］， Z  ［z］， S  ［s］；
ZH ［ʒ］， Sh ［ʃ］； N ［n］， HN ［n
8
］； Gh， Ch； NG
の後部に押しつけて）‥‥呼気が喉の真上で
閉 鎖 さ れ る と 」（“Si ... summo Gutture 
intercipiatur（admota linguae parte posteriori 





rapheつきのCaph,  Hr. Cheth,  W.（ウェールズ
語）ch,  Gr. χ, G. chと同音であると説明して
いる（29）。Ar. ChaとHr. rapheつきのCaph 








し て 発 音 す る と 」（“Literam γ（seu G durum）
pronunciaturo, si spiritus arctius compressus 
per subtiliorem quasi rimulam exeat”） 調 音
されると説明されている（30）。このhard g
つまり［g］は「息が喉（つまり舌の後部と
口 蓋 の 後 部 の 間 ） で 止 ま る と 」（“Sin 
interc ip iatur  in Gutture（nempe inter 
posteriorem linguae et palati partem）”）調音さ
れると説明されている（16）ことから、Gh
の調音点も軟口蓋と特定できる。彼は、この




















4.4. Christopher Cooper の［ç］と［x］の
分類と記述
　Christopher Cooper（d. 1698）がThe English 
Teacher（1687）にて提唱している子音体系は、
まず閉鎖の程度を基準に、息が一部遮断され
て生じるthe first rank of consonants（閉鎖音
以外の子音）と息が完全に遮断されて生じる







gh, chが属するthe first rank of consonantsは
鼻音と口音に二分され、口音はさらにlabial
（w, hw; v, f）， lingua-dental（z, s; zh, sh; dh, 














この舌先で調音される音には口音Dh, Th; L, 
HL; R, HR, Z, S; Zh, Shと鼻音N, HN、舌の根
元あるいは真ん中で調音される音は口音Gh, 







生じる振動によって」（“by a vibration of the 




























の振動による音」（“ye jarring of ye lips caused 










る 呼 気 」（“ye breathing through ye throte 




















る」（“Gh is framed by the root of the Tongue 






る（Dobson 1985 1: 296）。CooperはME ［x］







すると説明している（65）（Dobson 1985: 2, 
512-13; Harn-Lehnert 1954: 2, 856）。












［b］， ［p］， ［v］， ［f］），dentales（歯音）（［n］， 
［d］， ［t］， ［ð］， ［ɵ］），palati（ 口 蓋 音 ）（［z］， 
［s］， ［r］， ［l］），gutturales（軟口蓋音）（［ŋ］， 
［g］， ［k］， ［ʒ］， ［ʃ］， ［h］）に分類される（2）。
― 39 ―
17世紀の音声学者による［ç］と［x］の分類と記述



































4.6. Francis Lodwick の［ç］と［x］の分類
と記述
　Francis Lodwick（1619-94） は“An Essay 
towards an Universal Alphabet”（1686）にて
単音の子音の分類を５×11の表の形で示して
いる。彼の子音の表の横１列目には縦１列目
から11列目まで順にB ［b］ / D ［d］ / J  ［dʒ］ / G 




にP ［p］ / T ［t］ / Ch ［tʃ］ / K ［k］ / ＝ / ＝ / ×、
横 ３ 列 目 に はM ［m］ / N ［n］ / gn ［ɲ］ in 
Seignior  / ng ［ŋ］ / ＝ / ＝ / ×、横４列目には 
＝ / dh  ［ð］ / J  ［ʒ］ in Fr. Jean  / g  ［ɤ］ in D. 
gaen / V ［v］ / Z  ［z］ / lh  ［l
8
］ in W.、横５列目に
は ＝ / th ［θ］ / sh ［ʃ］ / ch ［x］ in D. dach / F 
［f］ / S  ［s］ / ×、横６列目には × / n（鼻音化
させる子音）in Fr. danse / × / × / × / × / × 



















さ れ るconsonae apertae（ 開 い た 子 音 ）、
Wilkinsはintercepted（ 閉 じ た 音 ） の 中 の
leßer（［閉じる］程度が小さい音）、Cooper
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